
「
原
発
は
な
く
し
て
欲
し
い
と
思

う
が
電
力
が
足
り
な
く
な
る
の
で

は
？
」
―
―
か
な
り
多
く
の
方
か

ら
聞
か
れ
ま
す
。

本
当
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
、

調
べ
て
見
ま
し
た
。
結
論
は
「
原

発
を
す
べ
て
停
止
し
て
も
電
力
は

不
足
し
な
い
」
で
し
た
。

そ
の
１
、
左
の
図
を
ご
覧

下
さ
い

夏
の
ピ
ー
ク
時
の
電

力
需
要
が
網
目
の
棒
グ
ラ
フ
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
原
発
な
し
の
電

力
供
給
力
が
黒
の
棒
グ
ラ
フ
で
す
。

関
西
電
力
以
外
は
黒
の
ほ
う
が
上

回
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
現
在
で

も
原
発
な
し
で

電
力
は
不
足
し

な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

４
割
を
原
発

に
依
存
し
て
き

た
関
西
電
力
は

原
発
を
す
べ
て

止
め
る
と
こ
れ
ま
で
の
需
用
を
満

た
す
こ
と
は
き
び
し
い
状
況
で
す

が
、
エ
リ
ア
内
の
節
電
を
行
う
こ

と
で
今
後
の
電
力
供
給
は
足
り
る

と
思
わ
れ
ま
す
（
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
研
究
所
・
松
原
弘
直
さ
ん
、

グ
ラ
フ
も
）
。

そ
の
２
、
事

業
所
な
ど
が
も

つ
自
家
発
電
も

あ
るそ

の
ほ
か
に
も
、

全
国
に
は
約
３
０

０
０
ヶ
所
の
会
社

が
自
家
発
電
機
能

を
持
っ
て
お
り
、

そ
の
発
電
総
量
は

６
０
３
４
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
で
す
。
日

本
の
原
発
（
５
４

基
）
の
発
電
能
力

は
４
９
０
０
万
キ

ロ

ワ

ッ

ト

で

す

（
現
在
原
発
は
事

故
や
定
期
点

検
な
ど
で
６

割
が
停
止
中

な
の
で
発
電

量
は
２
０
０

０
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
弱
）
。
つ

ま
り

自
家
発
電
だ

け
で
も
原
発

は
不
要
と
な

る
と
い
う
こ

と
で
す
。

そ
の
３
、
家
庭
の
使
用
率

は
３
割

電
気
を
使
っ
て
い
る
の
は
産
業

（
工
場
）
が
３
割
、
オ
フ
ィ
ス
が

４
割
で
全
家
庭
で
も
３
割
で
す
。

電
気
の
使
用
率
が
ピ
ー
ク
に
な
る

の
は
昼
で
す
が
そ
れ
は
オ
フ
ィ
ス

が
ピ
ー
ク
に
な
る
か
ら
で
す
。
産

業
は
朝
か
ら
晩
ま
で
一
定
で
す
。

家
庭
は
夕
方
以
降
で
す
。

つ
ま
り
産
業
と
オ
フ
ィ
ス
が
日

中
節
電
す
れ
ば
ピ
ー
ク
も
抑
え
ら

れ
る
の
で
す
。

「
原
発
は
安
い
」

は
う
そ

水
力
７･

２
６
円
、
火

力
９･
９
０
円
に
対
し

て
原
子
力
は
１
０･

６

８
円
と
高
額

調
べ
た
中
で
は
「
原
発
は
安
い
」

は
う
そ
で
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

を
上
回
る
量
の
発
電
が
可
能
で
安

価
で
安
全
で
、
雇
用
も
拡
大
、
ま

ち
お
こ
し
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と

が
専
門
家
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

左
の
表
の
よ
う
に

（
円
・
Ｋ
Ｗ
ｈ
）
、
原
発
は
水
力

や
火
力
よ
り
も
高
い
の
で
す
。
右

の
数
字
は
原
発
に
特
有
の
「
バ
ッ

ク
エ
ン
ド
費
用
（
発
電
後
の
放
射

性
廃
棄
物
の
処
理
の
た
め
の
費
用
）
」

や
、
事
故
に
伴
う
補
償
費
用
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
を

含
め
れ
ば
も
っ
と
高
く
な
り
ま
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取

費
用
は

原
発
推
進
費
用
と
同
程

度

し
か
も
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
は

拡
大
す
れ
ば
コ
ス
ト
は

削
減現

在
の
わ
が
国
の
原
発
推
進
費

用
は
６
５
０
０
億
円
で
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
本
格
的
に

導
入
・
普
及
す
る
た
め
に
は
、
ド

イ
ツ
で
成
功
し
て
い
る
よ
う
に
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
を

経
済
的
に
成
り
立
つ
よ
う
な
、
優

遇
価
格
で
買
い
取
る
「
固
定
価
格

買
取
制
度
」
を
本
格
的
に
導
入
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ド
イ
ツ
で
は
こ
の
「
固
定
価
格

買
取
制
度
」
で
は
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
普
及
の
た
め
に
一
家
庭
で
月

２
０
０
〜
３
０
０
円
程
度
を
負
担

し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
全
土
で
６
０
０

０
億
円
程
度
で
す
。

日
本
は
人
口
や
発
電
量

は
ド
イ
ツ
の
１
・
５
倍
程

度
で
あ
り
、
現
在
の
原
発

推
進
費
用
の
６
５
０
０
億

円
程
度
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

普
及
費
用
を
賄
う
こ
と
も

可
能
で
す
。

原
発
優
遇
措
置
を
そ
の

ま
ま
に
し
て
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
の
コ
ス
ト
は

す
べ
て
電
気
料
金
に
上
乗

せ
し
、
利
用
者
に
負
担
さ

せ
よ
う
と
い
う
枠
組
み
は

不
当
で
す
。

〃
原
発
か
ら
撤
退
す
れ
ば
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
爆
発
的
普
及
は
国

民
の
追
加
負
担
な
し
で
で
き
る
〃

と
い
う
こ
と
で
す
。

す
で
に
世
界
の
使
用
料
を

上
回
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
発
電
が
可
能

〔
２
面
に
つ
づ
く
〕
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す
で
に
世
界
の
使
用
料
を

上
回
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
発
電
が
可
能

し
か
も
原
発
は
時
が
立
て
ば
コ

ス
ト
は
上
が
る
一
方
で
す
が
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
普
及
の
拡
大
に

伴
っ
て
発
電
設
備
の
市
場
価
格
が

下
が
り
、
発
電
買
取
価
格
も
下
が
っ

て
、
や
が
て
優
遇
措
置
で
の
買
い

取
り
も
な
く
な
り
、
家
庭
の
負
担

も
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
の
技
術
で
も
電
力
の
使
用

量
を
は
る
か
に
上
回
る
発
電
が
可

能
で
す
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
す
で

に
多
く
の
自
治
体
で
と
り

く
ん
で
い
る
が
足
立
区
で

も
足
を
踏
み
出
せ

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
は
提

案
で
、
足
立
区
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
抜
本
的
導
入
に
向
け
足
を
踏
み

出
す
よ
う
８
月
２
４
日
区
長
に
対

し
て
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

「
買
い
取
り
制
度
」
の
導
入
が

不
可
欠
で
す
が
、
地
元
地
域
の
住

民
、
ま
た
は
自
治
体
が
発
電
施
設

を
所
有
で
き
る
よ
う
に
し
、
自
治

体
や
住
民
団
体
が
「
利
益
が
出
る

か
ら
自
分
た
ち
の
事
業
と
し
て
や

ろ
う
」
と
な
る
仕
組
み
に
変
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

世
界
で
も
ま
た
国
内
で
も
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

あ
と
は
や
る
気
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

大
企
業
・
財
界
は
「
原
発
停
止

で
電
力
不
足
」
（
実
際
は
違
い
ま

す
）
「
そ
う
な
る
と
企
業
（
工
場
）

が
海
外
に
移
転
し
て
し
ま
う
」
と

大
合
唱
で
す
。
こ
こ
に
も
ま
や
か

し
が
あ
り
ま
す
。
企
業
が
移
転
先

と
し
て
考
え
る
の
は
人
件
費
の
安

い
ア
ジ
ア
諸
国
。
し
か
し
ア
ジ
ア

の
途
上
国
で
は
深
刻
な
電
力
不
足

が
慢
性
化
し
て
お
り
、
日
本
以
上

に
電
力
不
足
が
深
刻
で
す
。
中
国

も
「
電
力
不
足
の
深
刻
化
に
よ
り
、

一
部
地
域
で
輪
番
停
電
が
実
施
さ

れ
る
な
ど
生
産
へ
の
下
押
し
圧
力

が
高
ま
っ
て
い
る
」
状
態
で
す
。

「
電
力
不
足
だ
か
ら
海
外
移
転
」

は
全
く
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。

北
海
道
の
高
橋
は
る
み
知
事
は
、

経
済
産
業
省
出
身
、
原
発
関
連
企

業
か
ら
も
献
金
を
受
け
取
っ
て
お

り
「
47
都
道
府
県
の
中
で
最
も
原

発
推
進
派
」
と
い
わ
れ
る
人
物
で

す
。
し
か
も
泊
原
発
は
実
際
に
は

「
調
整
運
転
」
と
い
う
名
前
で
３

月
か
ら
フ
ル
稼
働
を
し
て
い
ま
し

た
。
政
府
の
承
認
を
受
け
て
呼
び

名
が
「
調
整
運
転
」
↓
「
営
業
運

転
」
と
変
わ
っ
た
だ
け
で
す
。
全

国
の
原
発
は
順
次
定
期
検
査
に
入

り
ま
す
。
「
そ
の
後
に
稼
働
し
な

け
れ
ば
「
一
年
後
に
は
全
て
の
原

発
が
止
ま
る
」
こ
と
で
う
ま
味
を

あ
じ
わ
え
な
く
な
る
原
発
利
益
共

同
体
（
政
官
財
の
癒
着
勢
力
）
。

や
ら
せ
メ
ー
ル
事
件
な
ど
相
次
い

で
発
覚
す
る
中
で
、
「
再
稼
働
」

の
世
論
づ
く
り
の
た
め
に
意
識
的

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
今
回
の

「
再
開
」
報
道
で
し
た
。

こんにちは伊藤和彦です ２０１１年９月１８日（発行会派足立区議団・発行責任者伊藤和彦） ＮＯ.９２５

「
原
発
を
停
止
す
る
と
電
力

不
足
で
企
業
が
海
外
移
転
」

も
ま
や
か
し

北
海
道
女
性
知
事
が
泊
原
発

の
営
業
運
転
「
再
開
」
の
ウ

ラ
に
は

大震災から半年が過ぎ、原発事故の収束もで

きないまま区民の意識も変化し、行政のあり方が

鋭く問われる９月議会がはじまります。

会期は２２日から１０月２４日まで３３日間。決算

審議も行われます。

議会の傍聴にお出かけ下さい。

●９月２２日（木）午後１時 本会議 近藤区長挨

拶（所信表明）、自民党、公明党の代表質問

● ９月２６日（月）午後１時 本会議
日本共産党代表質問・ぬかが和子議員
〔区長の政治姿勢（依命通達）について、自然エネ

ルギーを足立から、保育について、いのちをまもる

自治体へなど〕

●９月２７日（火）午後２時半ごろ、
一般質問・浅子けい子議員

〔教育、介護保険・高齢者について〕

●決算特別委員会は１０月４、５、６日

１０月１１、１２、１３日の６日間

日本共産党は針谷みきお、さとう純子、浅子けい子

議員を立て区民要求実現の論戦をおこないます。

福島原発 3月の写真

東日本大震災

救援･復興支援、

原発から撤退･

自然エネルギー

への転換求めて

原水禁大会の話を聞いて
有意義でした。核兵器廃絶
に向けて世界が大きく前進
しているのにヒロシマ、ナガ
サキを体験した日本政府が
核廃絶のことで国連では
「拒否」しているなんて、恥
ずかしい。原爆も、原子力
発電所も同じだと思いまし
た。声を上げるときですね。
（南花畑・Kさん ）

私の故郷は福島の浪江町ですが、

福島原発の１号機ができた時は「過

渡期のエネルギーだ」と言っていた。

あんなにひどい状態になるとは思

わなかった。家にあるアルバム整理

しているけれど浪江町にはもう、も

どれない。ふるさとに戻りたくてもも

どれなくなった。 （花畑・A さん）

第１９回北部ふれあいまつ
り
１０月２３日（日） 午前１０時

区立・陣川戸公園 保木間5・コープ東京店

●ご家庭で眠っている贈答品や使える生活用品

など、バザー用の物品提供をおねがいします。

まつりボランティア活動募集中。ご協力を！

北部ふれあいまつり実行委員会


